
 幹線道路における交通事故対策の重点実施  

Ⅰ．幹線道路における交通事故 

我が国の交通事故は、死者数は減少しているものの死傷事故件数は増加

しており、平成 15 年は 947,993 件と過去最悪を記録している。 

そのうちの半数は幹線道路において発生しているが、幹線道路（単路部）

では６％の区間に 53％の事故が集中しており、こうした区間において重点

的に事故対策を実施することが重要となっています。 

 

   〔幹線道路（単路部）における交通事故発生状況〕 

Ⅱ．優先度明示方式の導入 

このため、国土交通省では、来年度から優先度明示方式〔死傷事故率の

高い区間を順に並べて、優先的に事故対策をすべき区間を明示する方式〕

を導入し、より効果的・効率的な事故対策を推進することとしております。 

Ⅲ．科学的な分析に基づく事故対策の推進 

事故対策の立案・実施にあたっては、科学的な分析に基づく事故対策を

推進するため、「交通事故対策・評価マニュアル」及び「交通事故対策事

例集」を活用することとしております。 

 

１．「交通事故対策・評価マニュアル」（p.2 参照） 

２．「交通事故対策事例集」（pp.3-4 参照） 
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（２）対策の評価

（１）対策の立案

「交通事故対策・評価マニュアル」で示す事故対策の手順等

１．「交通事故対策・評価マニュアル」

「交通事故対策・評価マニュアル」は、事故多発地点緊急対策事
業等これまでの事故対策の結果をもとに、対策の立案から評価ま
での手順や留意点等を体系的にまとめたものです。

　本マニュアルに記載されている手順や留意点等を参考に、事故
対策の立案・評価を行い、より効果的な事故対策、適切な対策効
果の評価を実施します。

対策後の道路構造、交通状況、実施対策
概要、事故発生状況等に関する情報を収
集、整理する。

対策前後の状況の比較により対策を評価
するため､事前調査と同じ手法により対策
後の状況を調査する。

対策前後の状況を比較し、対策に関する評
価を実施する。

対策後の現況の整理

評価のための事後調査

評価の実施

２

　　　　

　　　　

　　　　

道路構造､交通状況、事故発生状況等に関す
る情報を収集、整理する。

対策前の現況の整理

事故要因の分析

対策の立案

対策に関する助言

評価のための事前調査

事故発生状況を基に事故要因を想定した
後、現地調査により事故要因の存在を確
認し、当該箇所の事故要因を特定する。

事故要因を緩和・除去するための対策方
針および具体的対策工種を列挙し、最終
的に実施する対策を選定する。

事故要因の分析および対策の立案に際し
ては、必要に応じて都道府県アドバイザ
ー会議の助言を受けながら進める。

対策を総合的に評価できるよう、対策前
の状況を調査しておく。



２．「交通事故対策事例集」

「交通事故対策事例集」は、事故多発地点のうち557箇所にお
ける事故要因分析結果、事故対策事例を収集し、道路特性や事
故類型毎に、事故要因ならびにそれに対応した事故対策につい
て分析し、その結果を事例集としてまとめたものです。

　本事例集を参考に、現地状況に応じた事故対策の検討を行い、
現地状況に対応した効果的な事故対策を実施します。

a.人対車両 ①横断歩道横断中

②その他横断中

b.車両相互 ③追突

④出会い頭

⑤進路変更時

⑥左折時

⑦右折時

⑧正面衝突

c.車両単独 ⑨車線逸脱

道路特性の選定

事故類型の選択

３

対策実施箇所の道路特性を選定

対策実施箇所で検討したい事故類型を選択

（次頁へ）

２車線以下×２車線以下

多車線×２車線以下

多車線×多車線

歩道なし

歩道あり

中央分離帯なし

中央分離帯あり

歩道なし

歩道あり

歩道なし

歩道あり
山地 ２車線以下

２車線以下平地

単路

３差路

信号あり

信号なし

交差点

多車線

２車線以下

市街地

４差路

５差路



対策の立案

４

（前頁より）

事故要因の抽出

事故類型 事故の発生状況

事故要因一覧表を用い、対策実施箇所
の道路特性と事故類型に応じて事故要
因を抽出

事故要因に対応した対策の一覧の中か
ら、対策実施箇所に適合する対策を選択

事故要因一覧表

事故類型に対応する
事故要因の一覧

（例） ： 道路特性「交差点－信号あり－４差路－多車線×多車線」

右左折車と直進車が同
一車線上に混在する

右左折車を直進車両と分離する

右折レーン（新設）

左折レーン（新設）

信号機設置（新設）

事故要因 事故類型に対応する事故要因の一覧

（例） ： 道路特性「交差点－信号あり」

対策一覧表
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適合する事故
要因を抽出

前方車の確認が遅れ、追突するのでは？

安全確認し判断・行動を行ったが、車両の
回避が間に合わず、追突するのでは？

危険を回避するために急な停止や車線変更
をし、追突するのでは？

追
突

確認が遅れる

危険回避

危険車両 歩行者等

危険回避

止まれない

該当する事故
類型を選択

適合する対
策を選択




